
姫新線ワーキングチームの活動状況

令和６年３月１８日

姫新線WT
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津山市・新見市・真庭市・美作市・勝央町
岡山県・備中県民局・美作県民局

ＪＲ西日本岡山支社



WT会議の開催状況
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■第１回WT（令和４年１０月２８日）

■第２回WT（令和５年１月１６日）

■第３回WT（令和５年５月１７日）

■第４回WT（令和５年８月８日）

■第５回WT（令和５年１０月１０日）
・先進地視察の内容の協議
➡令和５年11月９日～１０日に実施

・鉄道利用の気運醸成を図る「シンポジウム」の検討
➡令和６年１月20日に開催



JR姫新線ワーキングチーム先進技術
及び利用促進取組事例に係る現地視察
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真庭市生活環境部くらし安全課 西 祐典

JR姫新線WT

JR姫新線WT視察研修報告



１ 目的
環境負荷の低減方策としての蓄電池駆動電車及び利用促進取組事例であ

るサイクルトレインを現地視察することで、今後の利用促進策検討の参考
とする。

２ 開催期日
令和５年11月９日（木）～10日（金）

３ 開催地
栃木県宇都宮市、那須烏山市（ＪＲ烏山線：蓄電池駆動電車）
群馬県前橋市（上毛電気鉄道 上毛線：サイクルトレイン）

４ 参加者
姫新線ワーキングチームメンバー8名
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５ 日程

【開催要領】

１日目 ＪＲ烏山線：蓄電池駆動電車見学、乗車
２日目 上毛電気鉄道訪問：社長の話を伺う

上毛線：サイクルトレイン乗車（中央前橋駅～粕川駅）



1日目スタート

ＪＲ宇都宮駅 集合
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(烏山線『ACCUM(アキュム)』乗車)
宇都宮駅～烏山駅～宝積寺駅～宇都宮駅



JR烏山線『蓄電池駆動電車【ACCUM(アキュム)】』の概要
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運行開始 2014年3月15日 EV-E301系

・宇都宮～烏山の 10駅を結ぶ路線
（宇都宮～宝積寺は東北本線と重複）

大容量の蓄電池（リチウムイオン電池）を搭載
【電化区間】宇都宮～宝積寺間

架線から蓄電池に充電しながら走行
【非電化区間】宝積寺～烏山間

蓄電池の電力で走行

・客室内はユニバーサルデザインの採用とバリアフリーの向上、
車いすスペースも確保

・パンタグラフ（シングルアーム式）を2基搭載し、急速充電に対応

・ディーゼルエンジン車両に比べ、振動や騒音が少なく排ガスがなく
脱炭素にも貢献



客室内の様子
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手すり、つり革の色が使い分けられている

◀車両前方：降車の様子

▲車両前方

車両後方▶



烏山線「ACCUM(アキュム)」車内
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◀側扉開閉ボタン

運賃箱▶

▲充電状況の表示装置▲

巨大な機器室▶



乗務員室付近の様子
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▼行先表示用モニタ装置



烏山線「ACCUM(アキュム)」車内
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客室掲示物
優先席表示と優先席▶

▼案内表示（列車の乗り方・降り方）



JR烏山駅
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JR烏山駅 駅舎

特徴的な外観が目を惹きます



JR烏山駅駅舎周辺
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JR宇野みなと線常山駅舎及び床面等のアート作品塗装工事

常山駅舎及び床面等のアート作品について、アスファルト洗浄、塗装修繕を実施予定

【瀬戸内国際芸術祭のアート作品】
「ＪＲ宇野みなと線アートプロジェクト」（エステル・ストッカー）

◀駐輪場
▼駐車場

◀トイレ



急速充電の様子
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宇野駅前イルミネーション ◀充電ゾーン

▼パンタグラフ▶
▼（集電装置）
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↓チラシ

急速充電の様子



2日目スタート
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上毛電気鉄道株式会社へ移動

上毛電鉄中央前橋駅集合

中央前橋駅発～粕川駅着～粕川駅発～中央前橋駅着

前橋駅ほか

まえばしシェアサイクル『cogbe(コグベ)』レンタル

橋本社長に会社概要、サイクルトレインについて話を伺う

上毛線乗車

上毛電気鉄道株式会社 橋本社長が自らお出迎え



前橋シェアサイクル【コグベ】

銀河おもてなし事業

▲コグベ決済端末
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中央前橋駅

17

駅舎外観▶

◀▼駅舎正面：コグベ配置



上毛電気鉄道社長の話

◀上毛電気鉄道株式会社
会議室にて
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上毛電気鉄道株式会社の概要①

開 業 昭和3年11月10日

中央前橋駅から西桐生駅までの23駅を結ぶ路線。
（23駅のうち有人7駅、無人16駅）

サイクルトレイン導入経緯 電車利用者の増加が目的

・平成15年4月1日
有人駅でサイクルトレインの試験を開始

・平成17年4月1日
平日の通勤通学時間を除いて本格的に開始
レンタサイクルの無料貸し出し（有人4駅に設置）

主な利用者・用途 主婦や高齢者の日常利用

利用促進策
プレミア運転体験ツアー､
上毛電鉄沿線のハイキングなどのイベントを実施 19

利用者数 約130万人（令和４年度）



上毛線路線図
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上毛電気軌道株式会社の概要②
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自転車持ち込み利用の内訳（平成22年度調査）

■通学 28％
■買い物 16％
■通院 ９％

■通勤 8％
■観光・レジャー ７％

■その他 32％
→→→現在も割合の変化はない

平均移動距離 5～6駅

利用実績 約3万6千台（令和4年度）

※現在まで大きなトラブルは発生していない

利用時の乗車・降車中のルール
・無人駅ではワンマン乗車口より乗車、後部車両へお持ちいただく
・ホーム及び車内での安全管理はお客様の自己管理
・多客時などは持ち込みをお断りすることもある



中央前橋駅改札
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▲自動券売機

◀改札

▼駅舎内



サイクルトレイン乗車～客室内

改札を抜け

サイクルトレイン客室内へ移動
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○鉄道の利便性向上（二次交通の整備を含む）

サイクルトレイン乗車～客室内
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○利用助成
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粕川駅【駅舎・設備】
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○利用助成

緩やかな勾配のスロープ



粕川駅【駅舎・駐車場】
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○イベント、キャンペーンなど

▲▼パークアンドライド駐車場



粕川駅
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視察をとおして
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蓄電池車両やサイクルトレインの見学や乗車をとおし、

現地に行くことで得られる新たな発見や貴重な体験ができ、

視察研修の大切さを実感した。

ＪＲ姫新線の利用促進につなげるため参考になるところ

が多く有意義な視察であった。

⇒⇒⇒今後の利用促進につなげていきたい。

ワーキングチームのメンバーとの交流をとおし、業務上

の効率性も向上する。



鉄道利用促進シンポジウムについて①
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「鉄道とともに、今までとこれからを考える」をテーマとして、鉄道に対する気運の醸成を図るシン
ポジウムを開催

１ 日 時 令和６年１月20日（土）13:00～15:30

２ 場 所 ベルフォーレ津山（津山市新魚町17 アルネ・津山７階）

３ 主 催 岡山県ＪＲ在来線利用促進検討協議会

４ 内 容
（１）利用促進等の取組状況報告

報告者：岡山県、JR西日本岡山支社、姫新線WT、
県立勝山高等学校生徒会、

（２）講演
演題：「姫新線の歴史について」
講師：就実大学特任教授 小西 伸彦 氏

（３）パネルディスカッション
テ ー マ：鉄道とともに、今までとこれからを考える
パネリスト：太田 昇 氏（真庭市長）

小西 伸彦 氏（就実大学特任教授）
南田 裕介 氏（ホリプロマネージャー）
県立勝山高等学校校長及び生徒会長



鉄道利用促進シンポジウムについて②
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＜打合せ＞ ＜ビラ配り＞

＜受付業務＞

【シンポジウム当日の様子（姫新線WT）】



鉄道利用促進シンポジウムについて③
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＜活動報告：勝山高等学校生徒会長＞ ＜講演：小西 伸彦 特任教授＞

【シンポジウム本番】

＜パネルディスカッション＞



鉄道利用促進シンポジウムについて④
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＜パネルディスカッション＞

【実績】

来場者数：約２００名、アンケート回答者数：９８名

○アンケートでのご意見
・様々な取組、歴史を知ることができた。姫新線沿線の魅力を認識した。
・パネルディスカッションが勉強になった。
・観光利用のアイデアは出たが、日常利用を増やす議論をもっとしてほしかった。



令和６年度の方針
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■鉄道利用促進シンポジウムでのアイデアやアンケート結果を参考に取組を検討・実施
（例：鉄道利用促進シンポジウムでのアイデア）

・木造駅舎お掃除ツアー
・駅舎の周りに花を植えて咲く頃にまた来ようツアー

■県のパーソントリップ調査の結果や姫新線の利用状況を分析し、日常利用の促進
に向けた取組を検討・実施

ご清聴ありがとうございました


